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観光で応援
地域の振興，地域との交流

福島県

福島市

今回は西に雄大な吾妻連峰，東になだらかな阿武隈高原が広がり，

甘くておいしい果物，豊かな温泉，美しい花が咲き誇る「花見山」など魅力たっぷりの

福島エリアの観光モデルコースを紹介します!

福島県の

イベント情
報

観光5時間
コース

車で20分
約6km

　色とりどりの季節の花に囲まれた園内
を巡ったり,併設された工芸館で，こけしや
ガラスの絵付け体験をすることができます。
この施設のシンボルにもなっている直径
6ｍの水車が回る
水車小屋では，季
節ごとのおいしい
アイスクリームが
いただけます。

Start 所要時間
約60分

所要時間
約30分

所要時間
約45分車で16分

約7km

車で22分
約16km

車で22分
約14km

　福島市のシンボルであり，ふるさとの山で
もある信夫山は熊野，羽黒，羽山の三山か

らなる山です。福島市を代表す
る花見スポットであり，ライトアップ
による桜祭りも開催されます。ま
た，展望台や公園からは市内を
一望でき,ダイナミックなパノラマ
を眺めることができます。

所要時間
約60分

　120種類，1200頭の野生の動物が駆けめぐ
る姿を車で移動しながら見ることができます。
ここでは，ホワイトライオン，ホワイトタイガーをは
じめとした珍しい動物に出会えるほか，えさを

あげられるコーナ
ーや車から降りて
見られるコーナー
もあり，様 な々動物
に触れあうことが
できます。 

東北サファリパーク

信夫山
し の ぶ や ま

四季の里

中野不動尊

※掲載写真はすべてイメージです。

　　鶴ヶ城プロジェクションマッピング はるか2014
2014年 3月15日（土），16日（日），19日（水），20日～23日（日）  場所：会津若松市鶴ヶ城
①18時30分～  ②19時15分～  ③20時00分～  ④20時45分～

　2013年3月から「復興」への想いを込めて始まりました。「はるか」は，大河ドラマ『八重の桜
の』の主役である綾瀬はるかさんが命名した新種のさくらで，福島・東北を応援するシンボル
にもなっています。この「はるか」をモチーフに，未来へのメッセージが込められたプロジェク
ションマッピング映像が鶴ヶ城に投影され，多くの人々に感動を与えてくれます。

●2014年は2013年の映像と新作による上映（10分程度）
　http://www.toretabi.jp/premium/?p=5055

※入場は事前申込制です。

所要時間
約30分

飯坂温泉

　日本三不動の一つ。恵明道人が山神
のお告げによって不動明王を祀り不滅の
聖火を灯したのが始まりとされ,現在も「不
滅の燈明」として燃え続けています。厄
除・眼守・三ヶ月の三不動明王が祀られ，
願いが真剣であれば願うことはどんなこ
とでも叶えられるといわれています。

がん  しゅ みかづき

　飯坂温泉は,日本武尊
が東北征討の際,発見・
開湯したという伝説があ
るほか,元禄二年に松尾
芭蕉が曾良とともに奥の細道の旅の一夜
を飯坂で過ごし，「東の飯坂，西の別府」と
いわれていました。そのほかにも,歴史に名
を残す様 な々著名人がこの地を訪れてい
る由緒ある温泉地です。

やまとたけるのみこと

この印刷物は、環境にやさしい「水なし印刷」
「植物油インキ」を使用しています。
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■表紙の写真から
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タイベックスーツを装着し，柱上作業を
行うのは相双営業所配電技術サービ
ス課の橋本和幸さん（左）と斎藤博文
さん（右）。空間線量が高く,立ち入り
が制限されている大熊町においても
非常時に備え，配電設備の復旧工事
が行われている

平成26年3月期（平成25年度）第3四半期決算の概要11

Monthly News

12

13

14

■相双営業所 大熊町で防災無線電源復旧工事を実施

■第二沼沢発電所運転再開

■第9回「キャンパスベンチャーグランプリ東北」表彰式を開催

電力需給実績／株価・出来高
DATA FILE

18 退職者の方々
18 掲示板

なぜいま観光か ～東北ブランドの確立に向けて～15

消費税法の改正に伴う
「電気供給約款等の変更届出」について

17

東通原子力発電所
敷地内断層に関する
追加地質調査結果

01 特集Ⅰ

東北電力グループ中期経営方針
（平成26～30年度）を策定

07 特集Ⅱ

特集Ⅰ

あらためて「将来活動する可能性のある断層等」ではないと評価
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原子炉建屋等

東京電力敷地

F-7断層

ｆ-1断層

f-2断層
F-8断層

F-5断層

F-3断層

F-4断層

F-9断層

F-2断層
F-1断層

F-6断層

F-10断層

小老部川
【凡例】
ボーリング調査
トレンチ調査
水平掘削面調査
地表地質踏査

削孔機

ポンプ

パイプ
ボーリングロッド　

●ボーリング調査
●水平ボーリング調査
●トレンチ調査
●水平掘削面調査
●3次元X線CT画像解析

●地表地質踏査
●空中写真判読
●数値標高モデルデータによる
　詳細地形分析
●理化学分析

●数値解析
●物理試験
●体積膨張比測定
●類似事例の調査

〈トレンチ調査〉
表土と岩盤を掘削して，地質や断層を
直接観察する。

東通原子力発電所敷地での調査数量
合計：70箇所（追加地質調査再掲：9箇所）

〈ボーリング調査〉
地下の岩石等を，棒状のコアとして
連続的に採取し，観察・分析する。

東通原子力発電所敷地での調査数量
総延長：約53千m
（追加地質調査再掲：約13千m）

ボーリングコアの例
径：約7～9cm
長さ：1mごと切断

　原子力規制委員会有識者会合で活動性が指摘された東通原子力発電所敷地内の破砕
帯。有識者会合が示した論点を踏まえ調査項目を拡充して実施してきた「敷地内断層の活
動性等の評価に関する追加地質調査」の結果がまとまりました。今月号ではその調査結果
について，各論点に沿って詳しくお伝えします。
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追加調査概要
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2ページで詳しく

既存データ＋追加地質調査

3ページ以降で
詳しく

　敷地内断層は，次のとおり，第四
紀後期更新世以降（約12～13万年
前以降）の活動性を示す根拠なし。
・横ずれの活動を示す痕跡なし
・変動地形指摘箇所に関連断層なし
・第四系変状の特徴が断層活動との 

関連性を示していない　　　　等

・第四紀後期更新世以降（約12～13万年前以降）の
活動性を示す根拠がないことを確認

・新規制基準における「将来活動する可能性のある
断層等」ではないと評価

　原子炉設置位置付
近の断層は，形成時期
は少なくとも新第三
紀鮮新世以前である
等，第四紀後期更新世
以降の活動性なし。

　第四系変状の成因
は，岩盤劣化部の体積
膨張であり，粘土鉱物
の吸水膨張や風化に
伴う膨張が関与して
いる。

（他の成因より合理性
あり）

　敷地内断層は，次の特徴が見られ
るため，活動性を否定できない。
・横ずれによる断層活動の痕跡
・断層の活動を示唆する変動地形
・断層を覆う第四系の地層に変位・

変形（第四系変状）が存在　　　等

①敷地内断層の活動性は？ ②原子炉建屋設置
　位置付近の断層の
　評価は？

③第四系変状の
　成因は？

　調査結果に基づき
安全性を判断する。

　第四系の変状の主
な成因が，基盤岩等の
「膨潤」とすることは
合理的ではない。

（活断層によるもの）

有
識
者
会
合
の
評
価
書
案
の
概
要

論
点

有
識
者
会
合
等
の
ご
意
見

個
別
評
価

総
合
評
価

当
社
の
評
価（
社
外
専
門
家
の
見
解
含
む
）

特集Ⅰ

　当社は，東通原子力発電所の敷地内断層について，原子炉設置許可申請時（1970年代〜1998（平成10）年）から詳
細な地質調査により膨大なデータを積み重ねてきており，安全審査（平成8～10年）では「活動性なし」との国の評価を受
け，その後の耐震バックチェック（平成18〜24年）でも，「活動性なし」との評価を変える指摘はありませんでした。
　しかし，原子力規制委員会有識者会合（第1回：平成24年12月20日）（以下「有識者会合」）において敷地内断層の活
動性が指摘されたことから，当社は平成24年7月から実施していた「敷地内断層の活動性等の評価に係る追加地質調
査」について調査項目の拡充を図り，調査を継続してきましたが，平成25年5月の第5回有識者会合では「東通原子力発
電所敷地内断層については耐震設計上考慮すべき活断層である」との評価書案が示されました（詳しくは本誌2013年
2月号，8月号をご参照ください）。

　当社はこのたび，有識者会合の評価書案の論点を踏まえた追加地質調査と，既存の調査も含めた多くのデータを総合
的に検討し，敷地内断層が「将来活動する可能性のある断層等」ではないと評価しました。
　当社のこの評価については地質学をはじめとする複数の社外専門家からも支持する旨の見解を得ています。

追加地質調査結果に関する
見解書をいただいた
地質学・地形学等の社外専門家
（五十音順）

奥村 晃史氏（広島大学教授）
金折 裕司氏（山口大学教授）
千木良 雅弘氏（京都大学教授）
遠田 晋次氏（東北大学教授）

徳山 明氏（元富士常葉大学長，兵庫教育大学名誉教授）
柳田 誠氏（駒澤大学講師，株式会社阪神コンサルタンツ取締役）
山崎 晴雄氏（首都大学東京教授）

東通原子力発電所敷地内断層に係るこれまでの経緯

追加調査結果を踏まえた当社の評価

012014.02
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下盤

上盤

正断層 逆断層

左横ずれ断層 右横ずれ断層

上盤

下盤

論点 判断の視点 評価 追加地質調査
の結果

敷
地
内
断
層
の
活
動
性

主
要
断
層（
Ｆ
系
）の
活
動
性

F－3断層の活動性
（横ずれ）

・横ずれ断層運動に特徴的な花弁構
造に類似した多数の小断裂
・砂礫層の断層沿いの落ち込み，断層
に取り込まれた扁平礫が一定方向
に配列

・F－3断層は縦ずれより
大きな横ずれ活動が認
められ，活断層の可能
性が否定できない

→P3❶へ

F－9断層の活動性
（変動地形，累積性）

・東側の地形が高くなっている
・断層を境とした基盤上面の高度差と
地表面の高度差が異なる

・変位・変形に累積性があ
ると考えられ，活断層で
ある可能性が否定でき
ない

→P3❷へ

変動地形の可能性の
ある地形

・敷地内の一部に断層変位地形が認
められる

・敷地内に断層変位地形
がある →P4❸へ

断層破砕部の
深部固結

・破砕部が固結していく過程などの客
観的な根拠が不明確
・敷地の断層が確実に固結している
のかデータ等が不明確

・断層破砕部の固結・岩
石化を根拠に活動性を
否定することは困難

→P4❹へ

第四系の変状の連続性と
断層との関連

・敷地内の主要な断層等には変位・変
形が系統的に認められる

・変位・変形が系統的に認
められる断層は，活断層
の可能性がある

→P5❺へ

原子炉建屋設置位置付近の断層
（f－1断層，f－2断層）

・同様の走向・傾斜を持つ隣接する東
京電力敷地内の断層が第四系の地
層に変位・変形を及ぼしている

・調査結果に基づき安全
性を判断する →P5❻へ

第四系の変状の成因

・トレンチ法面等で膨張の様子が観察
されない
・岩盤の劣化の進展で変状理由を説
明できていない

・「膨潤」であるとの主張
は合理的でない →P6❼へ

特集Ⅰ

断層
地下の地層，岩盤が過去にずれ動い
た跡。

応力場（おうりょくば）
地層にかかる力。正断層は水平方向
に引っ張る力，逆断層は圧縮する力
によって形成されます。東北地域の
応力場は年代により「引っ張り」から
「圧縮」に変わっており，その時期は
約300万年前です。

第四系
新しい時代に作られた地層の名称。
東通原子力発電所敷地内では約12
～13万年前以降に作られた地層。

変動地形
断層活動などの地殻変動がそのま
まに近い形で地表付近に表れてい
る地形。

累積性
活断層の場合は繰り返し活動する
ため，古い時代の地層ほど,ずれの
量が大きくなること。

活断層
これまでの近い時代まで活動を繰
り返し，今後も活動する可能性のあ
る断層。新規制基準では，約12～
13万年前以降の活動が否定できな
いもので，地震を引き起こす可能性
のある断層（「地震活動によって永
久変位が生じる断層」「支持地盤ま
で変位及び変形が及ぶ地すべり面」
を含むとされています）。

有識者会合の評価書案で示された主な論点
原子力規制委員会有識者会合の評価（平成24年12月～，継続中）

用語解説 ちょっと難しい言葉の意味を説明します

02 2014.02
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F-9断層

地形の高まり

岩盤劣化部が厚く分布

堆積層

西← →東
劣化

E

D

C

B

A

新鮮

F-3断層

水平掘削面
調査イメージ

順次掘削しながら
段階的に観察

水平掘削面

トレンチ
壁面

水平掘削面

トレンチ
壁面

（調査結果）
横ずれがない場合の小断裂 （参考）横ずれのある場合

判断の視点 評価
・横ずれ断層運動に特徴的な花弁構造に類似した多数の小断裂
・砂礫層の断層沿いの落ち込み，断層に取り込まれた扁平礫が
一定方向に配列

・F－3断層は縦ずれより大きな横ずれ活動が認められ，活断層
の可能性が否定できない

判断の視点 評価
・東側の地形が高くなっており，これは横ずれによって，もみ上
げられたもの
・断層を境とした基盤上面の高度差と地表面の高度差が異なる

・変位・変形に累積性があると考えられ，活断層である可能性が
否定できない

特集Ⅰ

〈調査内容〉 横ずれ活動の有無
・トレンチ調査
・ボーリング調査
・水平掘削面調査

・地盤ブロックの3次元
Ｘ線CT画像解析

〈調査結果〉
・花弁構造に類似した
小断裂は，水平面でみ
ると断層に概ね平行，
直線的。雁行配列や
斜交など横ずれの特
徴的な構造はない。
・断層直上とその周囲
の礫に，一定方向の配
列，水平回転を受けた
痕跡はない

・地層や切断面のずれ
は縦ずれ主体である
ことを確認

〈調査内容〉 F－9断層東側の高まり（累積性）
・トレンチ調査
・ボーリング調査
・体積膨張比測定

・水平ボーリング調査

〈調査結果〉
・岩盤劣化部が断層東側に
広く分布し，地形の高まり
に概ね対応
・岩盤劣化部は体積膨張を
生じている

・ボーリングコアの断層面
の条線を測定し，断層が
縦ずれ主体であることを
確認

❶ F－3断層の活動性　（横ずれ）

❷ F－9断層の活動性（変動地形，累積性）

〈有識者会合の評価〉

〈追加地質調査〉

〈追加地質調査〉

〈有識者会合の評価〉

地形の高まりは岩盤劣化部の体積膨張により形成
され，第四系の変位・変形に累積性は認められない

横ずれ主体の断層
ではないことから
活断層ではない

評 価

評 価

F−3断層は横ずれ主体の断層ではな
く縦ずれ主体であり，活断層ではない

評 価

■F－9断層東側の岩盤劣化度区分と地形の高まり
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①引張応力場により正断層が
形成

④固結・岩石化した破砕部に
新しいずれはない

③熱水変質作用により，破砕
部がセピオライト等に置換
され固結・岩石化

②火山活動による熱水が断層
沿いに上昇

引張

熱水

火
山
活
動
あ
り

火
山
活
動
な
し

固結・岩石化

約1,600万年前

約500万年前

引張

地表の形状から上写真中の青色円の付近に断層
がある可能性を指摘されていたが，トレンチ調査
の結果，地形と対応する断層は確認されなかった

断層なし

人工改変
（盛土）

変動地形指摘箇所
東← →西

判断の視点 評価
・敷地内の一部に断層変位地形が認められる ・敷地内に断層変位地形がある

判断の視点 評価
・破砕部が固結していく過程などの客観的な根拠が不明確
・敷地の断層が確実に固結しているのかデータ等が不明確

・断層破砕部の固結・岩石化を根拠に活動性を否定す
ることは困難

特集Ⅰ

〈調査内容〉 変動地形指摘箇所と断層との関連
・空中写真判読
・数値標高モデルデータ
による詳細地形分析

・トレンチ調査
・ボーリング調査
・地表地質踏査

〈調査結果〉
・断層の活動を示唆する
変動地形の可能性のあ
る地形は認められない

・変動地形の可能性があ
ると指摘された箇所の
下方に，対応する断層
が存在しない
・一部に人工改変による
地形を確認

〈調査内容〉 断層破砕部の深部固結状況
・ボーリング調査　　・理化学分析
・X線回析分析

〈調査結果〉
・固結・岩石化している箇所を複数確認
・断層沿いに上昇した熱水によってセピオライト
等に置換された後に固結・岩石化している
・熱水変質作用の時期は約500万年前より以前

❸ 変動地形の可能性のある地形

❹ 断層破砕部の深部固結状況

〈追加地質調査〉

〈追加地質調査〉

〈有識者会合の評価〉

〈有識者会合の評価〉

断層変位地形の可能性があると指摘された箇所は，
断層と対応した地形ではない

敷地内の断層は,少なくとも
第四紀後期更新世以降は活動していない

評 価

評 価

■断層破砕部の深部固結・岩石化のメカニズム
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変
位
な
し

変状が認められない

F－3断層

変
位
な
し

変
位
な
し

変
位
な
し小断裂

12㎝

たわみ
54㎝

たわみ
28㎝

段差
17㎝ 粘土注入

24㎝

変状の形態と変位量がばらつく

原子炉建屋設置位置

小断裂
4㎝

段差
4㎝

段差
25㎝

段差
4㎝

0
10
20
30
40
50
60

（㎝）

深
さ
約
１０ｍ

第四系変状（たわみ・小断裂）

岩盤劣化部

岩盤劣化部

岩盤劣化部

第四系変状（たわみ）

断層とは無関係に形成されたと考えられる箇所では，第四系変状の
分布とその下方の岩盤劣化部の上面の盛り上がりとが対応している。

第四系基底面に
段差なし

小断裂

f－１断層の状況

（参考）活動性がある場合

段差が発生

f－１断層

延長上の砂礫層に
変位・変形なし 延長上の砂礫層

も変位・変形

判断の視点 評価
・敷地内の主要な断層等には変位・変形が系統的に認められる ・変位・変形が系統的に認められる断層は，活断層の可能性がある

判断の視点 評価
・同様の走向・傾斜を持つ隣接する東京電力敷地内の断層が第
四系の地層に変位・変形を及ぼしている

・調査結果に基づき安全性を判断する

〈調査内容〉 第四系の変状と断層との関連性
・トレンチ調査
・既往のボーリング調査，トレンチ調査の再整理

〈調査結果〉
・同一断層でも変状が認められない区間が存在
し，全線にわたって連続していない
・変状の形態，ずれの性状，変位・変形の量にばら
つきがあり，連続性に乏しい
・変状箇所の下方に断層が存在せず，断層とは無
関係に形成されたと考えられる箇所がある

特集Ⅰ

〈調査内容〉 活動性の評価

《f－1断層》
・トレンチ調査
・ボーリング調査
・数値解析

《f－2断層》
・既存データの確認

〈調査結果〉

・第四系基底面に変位・
変形なし
・数値解析により，f－1
断層と小断層に概ね
挟まれた岩盤劣化ブ
ロック部の体積膨張
現象を再現。また,小
断裂が第四系中の引
張応力により発生す
ることを再現

・新第三系の中で断層が
消滅
・第四系基底面に変位・
変形なし

❺ 第四系の変状の連続性と断層との関連

❻ 原子炉建屋設置位置付近の断層（f－1断層，f－2断層）

〈有識者会合の評価〉

〈有識者会合の評価〉

第四系に認められる変状は
連続性に乏しく断層活動によ
り形成されたものではない

「将来活動する可能性のある
断層等」に該当しない

評 価

評 価

■岩盤劣化部が観察されるトレンチ壁面の状況

■F−3断層に沿った第四系変状の形態や変位置のばらつき（主なものを記載）

■f-1断層延長上の第四系変状と数値解析による成因検討図

〈追加地質調査〉

〈追加地質調査〉
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第四系

岩盤劣化部の膨
張により小断層に
沿って変形が進展

判断の視点 評価
・トレンチ法面等で膨張の様子が観察されない
・岩盤の劣化の進展や変状理由を解明できていない ・「膨潤」であるとの主張は合理的でない

開催日時 会議名称

平成24年11月22日 事前会合

平成24年12月13日 第１回現地調査

平成24年12月20日 第１回評価会合

平成24年12月26日 第２回評価会合

平成25年2月18日 第３回評価会合

平成25年4月18日 第４回評価会合

平成25年5月9日 第５回評価会合

平成25年5月17日 第６回評価会合

平成25年9月3日，4日 第２回現地調査

平成25年10月4日 第３回現地調査

平成25年12月12日 第４回現地調査

特集Ⅰ

〈調査内容〉 岩盤劣化部の体積膨張現象の
　　　　　 確認類似事例の収集
・理化学分析
・物理試験
・体積膨張比測定

・数値解析 ・類似事例
（米国コロラド州）
の調査

〈調査結果〉
・岩盤劣化部には
粘土鉱物が多く
含まれる。
・粘土鉱物の吸水

と，岩盤の風化が
関与し，体積膨張
を起こす。

・岩盤劣化部の体積
膨張比を用いた数
値解析で，第四系
に変状が生じる現
象を再現（第四系
変状は体積膨張に
て説明が可能）。

・粘土鉱物を含ん
だ岩盤が体積膨
張。東通と酷似。

　平成24年11月の事前会合以降，これまでに評価会
合6回，現地調査を4回実施しています。
　当社は，原子炉設置許可時，さらには耐震バック
チェックを通じ，詳細な地質調査により膨大なデータを
積み重ねてきていますが，原子力規制委員会有識者
会合で「活断層の可能性が否定できない」とする評
価書案が取りまとめられたため，この指摘を踏まえ，追
加地質調査によりデータの拡充を図ってきました。
　こうした多くの科学的・具体的なデータを基に，社外
専門家からのご意見もいただきながら，総合的に評価
してきた結果，今回，「活動性はない」と判断するのが
合理的との結論に至ったものです。
　今回の当社の評価について，有識者会合の皆さま
にもご理解を得られるよう，今後の評価会合などの場
で説明を尽くしていきます。
　なお，現時点で原子力規制委員会から評価会合
開催の連絡を受けていないため，今後の開催スケ
ジュールは未定となっています。

（平成26年2月14日現在）

❼ 第四系の変状の成因
〈有識者会合の評価〉

第四系の変状の成因は岩盤劣化部の体積膨張
によるものとすることが，最も合理性がある

評 価

評価会合の開催状況，今後の予定

■米国コロラド州の盤膨れ

■岩盤劣化部の膨張現象の数値解析

■粘土鉱物の電子顕微鏡写真〈追加地質調査〉

（Ｈａ：ハロイサイト，Ｍｏ：モンモリロナイト）

Ha Mo
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21年度末

21.2％
18.8％

12.3％
10.5％

22年度末 23年度末 24年度末

当社

30

20

10

0

（％） 　

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
方
針

は
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
長
期
的
な

方
向
性
の
下
、
今
後
5
年
間
の
具
体
的
な

事
業
展
開
の
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　

現
在
の
中
期
経
営
方
針
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
5
年
間
を
対
象
と

し
、「
使
命
の
遂
行
」「
地
域
と
の
共
生
」

「
新
た
な
挑
戦
」
を
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
主
要
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
2
年
間
で
、
震
災
や
水

害
に
よ
る
被
災
設
備
の
復
旧
は
着
実
に
進

ん
だ
も
の
の
、
復
旧
に
伴
う
設
備
関
連
コ

ス
ト
や
原
子
力
の
長
期
停
止
に
伴
う
火
力

燃
料
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
財
務
状
況

が
著
し
く
悪
化
（
図
1
）
し
、
昨
年
9
月

に
は
電
気
料
金
の
値
上
げ
を
実
施
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
値
上
げ
に
よ
り
、
一
定
程
度
の
収

支
・
財
務
状
況
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
財
務
体
質
が
脆
弱
で
あ

る
こ
と
や
、
後
述
す
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、こ
の
度
、平
成
26
年
度
か
ら
30
年

度
を
対
象
と
し
た
、新
た
な
中
期
経
営
方

針
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
に
、
大

き
な
経
営
環
境
の
変
化
を
も
た
ら
す
と

想
定
さ
れ
る
の
は
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

で
す
。

　
「
電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針
」

が
昨
年
4
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、「
安
定

供
給
の
確
保
」「
電
気
料
金
の
最
大
限
の

抑
制
」「
需
要
家
の
選
択
肢
・
事
業
者
の

事
業
機
会
の
拡
大
」
を
目
的
と
し
た
電
力

シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
成
立
し
た
改
正
電
気
事
業
法

で
は
、
附
則
に
平
成
28
年
を
目
途
と
し
た

小
売
全
面
自
由
化
と
、
平
成
30
年
か
ら
32

年
を
目
途
と
し
た
送
配
電
業
務
の
中
立
性

の
一
層
の
確
保
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
以
降
に
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
原
案

と
な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
対
す

る
意
見
」
が
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
基
本
政
策
分
科
会
で
昨
年
末
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
前
政
権
に
よ
る
革

新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
に
お
い
て

は
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の
1
日
も

早
い
実
現
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
原
案
に

お
い
て
原
子
力
は
、
依
存
度
を
可
能
な
限

り
低
減
さ
せ
る
も
の
の
、
重
要
な
ベ
ー
ス

電
源
と
し
て
、
一
定
規
模
を
確
保
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
社
管
内
に
目
を
向
け
る
と
、

人
口
、
世
帯
数
と
も
に
減
少
に
転
じ
、
将

来
的
に
は
管
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
そ
の

も
の
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
お
客
さ
ま
の
節
電
・
省
エ
ネ

意
識
の
高
ま
り
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
・
供
給
形
態
の
変
化
や
、

新
電
力
の
新
規
参
入
増
加
、
電
気
事
業
者

間
の
競
争
進
展
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
営
環
境
の
変
化
の
下
で
、

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
使
命
で
あ

る
電
力
の
安
定
供
給
を
全
う
し
な
が
ら
、

持
続
的
に
成
長
し
、
地
域
社
会
と
の
共
栄

東北電力グループ
中期経営方針　　 を策定

「経営基盤回復期」と位置付け，
来るべき本格的な競争時代に対応

　当社は，東北電力グループを対象とした平成26年度から30年度までの中期経営方針を策定し，
1月30日，定例社長記者会見で公表しました。
　ここでは，中期経営方針の位置付け，経営環境の変化，中期経営方針の概要について紹介します。

平成26～30年度

図1：9電力の自己資本比率推移

中
期
経
営
方
針
の

位
置
付
け

経
営
環
境
の
変
化

中
期
経
営
方
針
の
概
要

特集Ⅱ
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■「競争に打ち勝ち，お客さまから選ばれる」エネルギーのトップブランドを目指します
■「企業変革に挑戦」し，さらなる成長を実現します
■「地域の復興・発展に貢献」し，これからも地域とともに歩み続けます

◆小売全面自由化に対応した新たな価値の提供
◆原子力発電所の再稼働と最適電源構成の実現

◆聖域なきコスト構造改革による強靭な企業体質の実現
◆成長機会を追求した積極的な事業展開

◆多様な人材の確保・育成と活力ある職場風土の実現
◆環境変化に的確に対応した組織の構築

～この街のあしたを灯す“エネルギー”でありたい ～
事業展開の
基本姿勢

主要施策

財務目標

競争に打ち勝ち，お客さまから選ばれる

企業変革に挑戦する
◆安全確保の徹底と電力の安定供給
◆地域貢献の視点に立った事業運営
◆環境経営の推進と企業倫理・法令遵守の徹底

自己資本比率  15％以上（平成30年度末）

地域の復興・発展に貢献する

21.2％

10.5％

自
己
資
本
比
率

21年度末
（震災前）

24年度末

震災により半減 15％以上

30年度末

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
の
事
業
展
開
の
基
本

姿
勢
を
示
し
た
上
で
、
財
務
目
標
を
掲

げ
、
脆
弱
化
し
た
財
務
体
質
の
回
復
と

さ
ら
な
る
成
長
へ
向
け
、
主
要
施
策
を

中
心
と
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き
ま

す
（
表
2
）。

◆
事
業
展
開
の
基
本
姿
勢

　

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
の
ベ
ク
ト
ル
を
ひ

と
つ
に
し
て
事
業
運
営
に
当
た
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
競

争
」「
変
革
」「
地
域
」
か
ら
な
る
基
本
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
基
本
姿
勢
を
象
徴
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
「
こ
の
街
の
あ
し
た
を
灯
す

“
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
で
あ
り
た
い
」
を
設
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
お
客
さ
ま
と
地
域

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
お
客
さ
ま
に
選
ば

れ
、
こ
れ
か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
お
届
け

し
て
い
く
こ
と
と
、
地
域
の
未
来
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
中
期
経
営

方
針
の
中
で
の
み
使
用
す
る
こ
と
と
し
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
地
域
と

と
も
に
未
来
を
ひ
ら
く
」
を
引
き
続
き
使

用
し
て
い
き
ま
す
。

◆
財
務
目
標

　

震
災
以
降
、
当
社
は
電
気
料
金
の
値
上

げ
を
回
避
す
る
た
め
、
緊
急
的
な
支
出
抑

制
や
繰
り
延
べ
、
株
主
の
皆
さ
ま
へ
の
配

当
見
送
り
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
設
備
復
旧
に
伴
う
設
備
関
連
コ
ス

ト
や
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴
う
燃
料

費
の
増
加
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
自
己
資
本
を
取
り
崩
し
て
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
自
己
資
本
比
率
は
電
力
業

界
で
も
低
位
と
な
っ
て
お
り
、
格
付
け
も

低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
表
3
）、
震

災
以
降
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
経
営
環
境
の

変
化
を
見
据
え
れ
ば
、
早
期
に
財
務
体
質

を
改
善
し
、
自
然
災
害
や
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
な
ど
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に

備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自

己
資
本
比
率
に
つ
い
て
、
中
期
経
営
方
針

の
対
象
期
間
で
あ
る
平
成
30
年
度
末
ま
で

に
15
％
以
上
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た

（
図
4
）。

　

た
だ
し
、
自
己
資
本
比
率
15
％
は
、
平

成
24
年
度
末
の
東
京
電
力
を
除
く
8
電
力

平
均
レ
ベ
ル
で
あ
り
、一
般
的
な
企
業
と
比

べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
低
水
準
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
上
積
み
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ

　

震
災
以
降
、
当
社
は
設
備
復
旧
と
供
給

力
回
復
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
復
旧
期
を
脱
し
、
中
期
経
営
方
針

表2：東北電力グループ中期経営方針（平成26～30年度）の概要

表3：9電力の信用格付け（R&I株式会社格付投資情報センターによる 1月31日現在）

図4：財務目標（自己資本比率）

格付け 当社 他電力 評 価

AA＋ 震災前
信用力は極めて高く，
優れた要素がある。AA

AA－

A＋ 4社
信用力は高く，部分的に
優れた要素がある。A 現在 3社

A－

BBB＋ 信用力は十分であるが，将来
環境が大きく変化する場合，
注意すべき要素がある。

BBB

BBB－ 1社
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現　在 5年後

電力システム改革の進展

経営基盤回復期 さらなる成長へ

財務体質回復を
最優先

設備復旧
供給力回復

財務体質の大幅な悪化
成長に向けた施策を展開

復旧期震災

〈将来〉

電化
ポテンシャル

お客さまにとっては
省エネ・省コスト

当社にとっては
販売電力量増加

他
熱
源

他
熱
源

電気 電気

電
化
提
案

対
象
期
間
の
こ
の
5
年
間
は
「
経
営
基
盤

回
復
期
」
と
位
置
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
5
年
間
は
、
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
を

挙
げ
た
聖
域
な
き
コ
ス
ト
構
造
改
革
と
新

た
な
価
値
の
提
供
に
よ
る
収
益
拡
大
を
両

輪
と
し
た
財
務
体
質
の
回
復
を
最
優
先

に
、
将
来
の
成
長
に
向
け
た
施
策
に
も
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
（
図
5
）。

　

新
た
な
中
期
経
営
方
針
は
、
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
の
う
ち
、
平
成
28
年
実
施
目
途

の
小
売
全
面
自
由
化
ま
で
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
競
争
の
一
層
の
進
展
を
意
識

し
、「
競
争
に
打
ち
勝
ち
、
お
客
さ
ま
か
ら

選
ば
れ
る
」
た
め
の
主
要
施
策
を
前
面
に

出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
競
争
に
打
ち

勝
つ
た
め
に
は
、
社
員
の
意
識
・
行
動
、

組
織
や
業
務
運
営
体
制
を
含
め
て
「
企
業

変
革
に
挑
戦
す
る
」
こ
と
、「
地
域
の
復
興
・

発
展
に
貢
献
」
し
、
事
業
基
盤
で
あ
る
東

北
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
強
固
に
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
、
基
本
姿
勢
の
3
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
「
競
争
」「
変
革
」「
地
域
」

に
沿
っ
て
主
要
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆
小
売
全
面
自
由
化
に
対
応
し
た

新
た
な
価
値
の
提
供

　

お
客
さ
ま
の
省
エ
ネ
・
省
コ
ス
ト
の
実

現
や
生
産
性
・
快
適
性
の
向
上
な
ど
、
お

客
さ
ま
に
と
っ
て
価
値
を
生
む
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
・
電
化
提
案
に
つ
い
て
、「
新
た

な
価
値
の
提
供
」
と
し
て
強
化
し
て
い
き

ま
す
（
図
6
）。
ま
た
、
お
客
さ
ま
の
選

択
肢
の
拡
大
に
資
す
る
電
気
料
金
メ

ニ
ュ
ー
の
多
様
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
や
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
や
電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
て
も
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
と

最
適
電
源
構
成
の
実
現

　

電
源
に
つ
い
て
は
、
原
価
の
低
減
と
い

う
観
点
と
、
販
売
電
力
量
拡
大
の
た
め
の

供
給
力
と
い
う
観
点
か
ら
、
競
争
力
の
源

泉
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

震
災
以
降
、
経
年
火
力
の
高
稼
働
や
緊

急
設
置
電
源
に
よ
り
供
給
力
を
確
保
し
て

き
ま
し
た
が
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

事
業
環
境
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
将
来

の
需
給
変
動
に
も
対
応
で
き
、
競
争
力
が

あ
る
電
源
構
成
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

◆
聖
域
な
き
コ
ス
ト
構
造
改
革
に
よ
る

強
靱
な
企
業
体
質
の
実
現

　

昨
年
の
電
気
料
金
値
上
げ
審
査
の
過

程
で
審
査
専
門
小
委
員
会
を
は
じ
め
、
お

客
さ
ま
や
地
域
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
た

原
価
低
減
努
力
は
、
今
後
の
競
争
力
強
化

の
観
点
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
電
気
料
金
値
上
げ
申
請
に
お

い
て
原
価
に
織
り
込
ん
だ
8
0
6
億
円
の

特集Ⅱ

競
争
に
打
ち
勝
ち
、

お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
る

図5：事業展開イメージ

図6：電化提案による省エネ・省コストの実現

主
要
施
策
の
ポ
イ
ン
ト

エネルギーのトップブランドを目指し,ソリューションサービスを積極的に提供
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効
率
化
に
目
処
を
つ
け
た
上
で
、
審
査
に

よ
り
減
額
さ
れ
た
3
3
3
億
円
相
当
の
効

率
化
に
つ
い
て
も
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
7
月
に
設
置

し
た
調
達
改
革
委
員
会
を
中
心
に
コ
ス
ト

構
造
改
革
を
進
め
、
平
成
27
年
度
末
ま
で

の
「
調
達
価
格
10
％
低
減
」「
競
争
発
注

比
率
3
割
程
度
ま
で
拡
大
」
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
適
切

な
設
備
形
成
や
工
事
仕
様
・
工
法
の
合
理

化
な
ど
に
よ
り
設
備
投
資
関
連
費
用
を
抑

制
し
ま
す
。

◆
成
長
機
会
を
追
求
し
た

積
極
的
な
事
業
展
開

　

今
後
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
な
ど
の
機

会
を
捉
え
、
新
た
な
価
値
の
提
供
に
よ
る

事
業
機
会
の
獲
得
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
電
気
事
業
制
度

の
改
正
や
財
務
体
質
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
事
業
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
グ
ル
ー
プ
各
社
に
つ
い
て
も

コ
ス
ト
低
減
や
事
業
再
構
築
、
一
般
市
場

で
の
販
売
拡
大
を
進
め
、
東
北
電
力
グ
ル
ー

プ
全
体
の
成
長
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

 
◆
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
と

活
力
あ
る
職
場
風
土
の
実
現

　

本
格
的
な
競
争
時
代
に
お
い
て
、
東
北

電
力
グ
ル
ー
プ
と
し
て
打
ち
勝
っ
て
い
く

た
め
、
挑
戦
志
向
や
全
社
最
適
思
考
へ
の

転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
電

力
の
安
定
供
給
を
担
う
使
命
感
と
誇
り
は

堅
持
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
前
提
と
し
た
多
様
な
人
材
の
確

保
・
育
成
と
活
力
あ
る
職
場
風
土
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
環
境
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
組
織
の
構
築

　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
伴
う
制
度
改
正

へ
の
的
確
な
対
応
や
、
効
率
的
な
組
織
・

業
務
運
営
、
自
律
的
な
経
営
管
理
体
制
に

関
す
る
検
討
を
行
い
、
さ
ら
な
る
成
長
に

向
け
、
総
合
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
・
経

営
管
理
体
制
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
安
全
確
保
の
徹
底
と
電
力
の
安
定
供
給

　

安
全
確
保
の
徹
底
と
電
力
の
安
定
供
給

と
い
う
本
業
を
通
じ
て
地
域
の
復
興
・
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
小
売
全
面
自
由
化
に
よ
り
供
給

区
域
の
概
念
が
な
く
な
る
と
い
っ
た
変
化

が
想
定
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、当
社
の
事
業

基
盤
が
東
北
地
域
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
な
く
、
東
北
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選

択
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
貢
献
の
視
点
に
立
っ
た
事
業
運
営

　

地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
相
互
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
面
か
ら
地
域
の
復

興
・
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
北
地
域
に
賦
存
量
の
多
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
と
電
力
品
質
の

維
持
を
両
立
す
る
た
め
に
、
各
種
の
系
統

安
定
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
や
地
域
の
諸
団
体
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
環
境
経
営
の
推
進
と

企
業
倫
理
・
法
令
遵
守
の
徹
底

　

企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
、
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
環
境
経
営
の

推
進
や
、
事
業
運
営
の
基
礎
と
な
る
企
業

倫
理
・
法
令
遵
守
の
徹
底
な
ど
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
中
期
経
営
方
針
に
示
し
た
と

お
り
、
こ
の
5
年
間
は
財
務
体
質
の
回
復

を
最
優
先
に
、
コ
ス
ト
構
造
改
革
と
収
益

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
来
る

べ
き
本
格
的
な
競
争
時
代
に
お
い
て
も
、

電
力
の
安
定
供
給
を
通
じ
た
地
域
の
復

興
・
発
展
に
貢
献
し
な
が
ら
、
お
客
さ
ま

か
ら
選
択
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
成
長
す

る
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
な
お
、東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
方
針

（
平
成
26
～
30
年
度
）は
、
Ｈ
．Ａ
．Ｎ
．Ｄ
．Ｓ

お
よ
び
S

－

W
I
N
G
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、企
画
部（
経
営
企
画
）ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特集Ⅱ

企
業
変
革
に
挑
戦
す
る

地
域
の
復
興
・
発
展
に
貢
献
す
る

ま
と
め

外部有識者にも参加いただいて行われる調達改革委員会
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前第3四半期
累計期間
平成24年4月1日〜
平成24年12月31日

（A）

当第3四半期
累計期間
平成25年4月1日〜
平成25年12月31日

（B）

増減
（B）－（A）

前年同期比
（B）/（A）

収
　
　
　
益

電灯料 3,798 3,960 161 104.3

電力料 6,029 6,575 545 109.0

小計 9,828 10,535 707 107.2

その他 1,939 2,443 503 126.0

（売上高） （11,404） （12,924） （1,520） （113.3）

合計 11,768 12,979 1,210 110.3

費
　
　
　
用

人件費 1,082 1,036 △  46 95.7

燃料費 3,864 4,081 217 105.6

修繕費 745 822 76 110.3

減価償却費 1,564 1,764 199 112.7

購入電力料 2,741 2,975 233 108.5

支払利息 300 320 19 106.5

公租公課 594 608 14 102.5

原子力
バックエンド費用 41 51 9 123.6

その他 972 1,220 247 125.4

合計 11,908 12,880 972 108.2

（営業損益） （△ 149） （399） （548） （－）

経常損益 △ 139 98 238 －

特別利益 － 162 162 －

特別損失 135 － △135 －

税引前四半期純損益 △ 275 260 536 －

法人税等 △ 132 99 232 －

四半期純損益 △ 143 160 303 －

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

平成26年3月期
第3四半期 14,258（11.9％） 389（－％） 94（－％） 131（－％）

平成25年3月期
第3四半期 12,745（  9.7％） △252（－％） △557（－％） △561（－％）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

平成26年3月期
第3四半期 12,924（13.3％） 399（－％） 98（－％） 160（－％）

平成25年3月期
第3四半期 11,404（10.6％） △149（－％） △139（－％） △143（－％）

特定規模需要以外の需要 特定規模
需要 合　計

電　灯 電　力 計

平成26年3月期
第3四半期

16,478
（△2.3％）

2,532
（△6.2％）

19,010
（△2.8％）

36,141
（△0.2％）

55,151
（△1.1％）

平成25年3月期
第3四半期

16,859
（   2.2％）

2,698
（   2.5％）

19,557
（   2.2％）

36,204
（   6.9％）

55,761
（   5.2％）

収　益
【売上高】1兆2,924億円
　販売電力量が前年同期に比べ6億kWh
（1.1％）減少したものの，料金改定や燃料
費調整額の影響などにより，電灯・電力料
が増加したことに加え，地帯間販売電力料
が増加したことなどから売上高（営業収益）
は，前年同期に比べ1,520億円（13.3％）増
の1兆2,924億円となりました。

費　用
【費 用】1兆2,880億円
　燃料費や減価償却費の増加などにより，費
用の合計は前年同期に比べ972億円（8.2％）
増の1兆2,880億円となりました。

利　益
【経 常 利 益】  98億円
【四半期純利益】160億円
　収益合計から費用合計を差し引いた経
常損益は，前年同期と比べて238億円増
の98億円の利益となりました。また，四半
期純損益は，退職給付制度の改定に伴い，
162億円を特別利益に計上したことなどに
より，前年同期と比べて303億円増の160
億円の利益となりました。

経常損益に係る主な要因

［ ］ ［ ］

収支改善要因
●電気料金の値上げによる収入増が

390億円程度
●燃料費の安い石炭火力である原町
火力発電所1・2号機の営業運転再
開による効果が540億円程度

収支悪化要因
●東日本大震災で被災した設備の復
旧に伴う減価償却費の増加として
▲１９９億円程度

●発電所の定期点検など修繕費の増
加として▲７６億円程度

●受取配当金による支出として　　
▲285億円程度

●その他の支出として▲132億円程度

（単位：億円，％）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：百万kWh）

【 連 結 】
■決算の概要

■販売電力量

■個別収支比較表

【 個 別 】

個別決算の
概要

経常損益・四半期純損益ともに平成22年度以来の黒字に
平成26年3月期（平成25年度）第3四半期決算の概要

（注）記載金額は，億円未満を切り捨てて表示

（注）パーセント表示は，対前年同期増減率

（注）パーセント表示は，対前年同期増減率

（注）パーセント表示は，対前年同期増減率
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常
時
に
防
災
無
線
に
よ
る
注
意
喚

起
を
行
え
る
よ
う
当
社
に
電
源
復

旧
の
要
請
が
あ
り
、
今
回
工
事
に

着
手
し
た
も
の
で
す
。

　

町
内
は
空
間
線
量
の
高
い
地
域

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
一
日
当
た

り
の
作
業
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
早
期
に
工
事
を
完
了

さ
せ
る
た
め
、
福
島
支
店
管
内
の

支
社
・
営
業
所
に
応
援
を
求
め
、

各
事
業
所
か
ら
配
電
部
門
の
社
員

延
べ
54
人
の
応
援
を
受
け
、
昨
年

12
月
16
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事
で
は

放
射
線
対
策
の
た
め
タ
イ
ベ
ッ
ク

　

相
双
営
業
所
は
昨
年
12
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
、
管
内
の
大
熊
町

に
お
い
て
防
災
無
線
へ
の
電
源
復

旧
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
熊
町
は
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
12
月
に
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
、居
住
制
限
区
域
、

帰
還
困
難
区
域
の
3
区
域
に
再
編

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
条
件

付
き
で
立
ち
入
り
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
同
町
よ
り
、
除
染
を

行
う
作
業
員
や
一
時
帰
宅
す
る
住

民
に
対
し
、
地
震
、
津
波
な
ど
非

ス
ー
ツ
や
防
塵
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
と
と
も
に
、
線
量
計
に
よ
る
線

量
管
理
を
行
い
な
が
ら
高
圧
線
充

電
不
要
箇
所
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
線
開

放
や
配
電
設
備
に
絡
ま
っ
た
ツ
タ

や
接
近
木
の
伐
採
作
業
に
当
た
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
相
双
営
業
所
直
営

班
に
よ
る
高
圧
線
充
電
箇
所
の
Ｃ

Ｆ
投
入
作
業
や
引
込
ジ
ャ
ン
パ
ー

線
接
続
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
に
当
た
っ
た
配
電
技

術
サ
ー
ビ
ス
課
古
内
重
幸
技
術
長

は
「
線
量
が
高
く
、
営
業
所
単
独

で
の
作
業
は
難
し
い
も
の
も
あ
っ

た
が
、
福
島
支
店
管
内
の
各
事
業

所
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き
、
物
心

両
面
で
非
常
に
助
け
に
な
り
、
感

謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
工

事
に
よ
っ
て
、
お

客
さ
ま
が
安
心

し
て
一
時
帰
宅

で
き
る
よ
う
に

と
考
え
な
が
ら

作
業
に
当
た
っ

て
い
ま
す
」と
述

べ
ま
し
た
。
な

お
、
本
工
事
は
１

月
16
日
ま
で
行

わ
れ
、
大
熊
町
で

の
防
災
無
線
電

源
復
旧
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

1
月
13
日
か
ら
17
日
に
か
け

て
佐
竹
副
社
長
は
、Ｉ
Ｒ
活
動
の

一
環
と
し
て
、英
国
お
よ
び
フ
ラ

ン
ス
の
機
関
投
資
家
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

当
社
株
式
の
外
国
人
機
関
投
資

家
保
有
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
海
外
Ｉ
Ｒ
活
動
の
実
施
は
、

日
本
国
内
で
は
接
点
を
持
つ
こ
と

が
で
き
な
い
国
際
的
な
機
関
投
資

家
の
方
々
に
、
直
接
、
当
社
経
営

の
基
本
的
方
向
性
を
説
明
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
社
へ
の
理
解
度
を

深
め
て
い
た
だ
く
有
効
な
機
会
で

す
。
今
回
は
英
国
お
よ
び
フ
ラ
ン

ス
に
拠
点
を
置
く
、
日
本
株
運
用

の
機
関
投
資
家
、
中
長
期
的
な
投

資
ス
タ
イ
ル
の
機
関
投
資
家
を
中

心
に
訪
問
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

　

佐
竹
副
社
長
は
、
当
社
が
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
影
響
を
ど
う
乗

り
越
え
て
き
た
か
、
ま
た
原
子
力

政
策
な
ど
今
後
の
経
営
環
境
が
不

透
明
な
中
で
環
境
変
化
に
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
く
か
な
ど
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、「
安
定
供
給
に
よ
る
地
域
の

復
興
支
援
」、「
収
支
改
善
と
財
務

体
質
の
強
化
」、「
電
源
競
争
力
の

強
化
」を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

投
資
家
か
ら
は
原
子
力
発
電
所

の
再
稼
働
見
通
し
、
効
率
化
の
進

捗
状
況
、
株
主
還
元
策
な
ど
に
関

す
る
質
問
が
出
る
な
ど
、
当
社
へ

の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
投
資
家
と
の
信
頼
関

係
を
構
築
し
、
資
本
市
場
か
ら
企

業
価
値
の
適
正
な
評
価
を
獲
得
す

る
た
め
、
国
内
に
お
い
て
も
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
や
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
対
し
て
、
決
算
説
明
会

や
個
別
訪
問
、
施
設
見
学
会
な
ど

の
機
会
を
通
じ
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
Ｉ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
外
国
人
機
関
投
資
家
と
の

長
期
的
な
信
頼
関
係
醸
成
を
図
る

た
め
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

相
双
営
業
所

大
熊
町
で
防
災
無
線
電
源
復
旧
工
事
を
実
施

佐
竹
副
社
長
が

欧
州
で
Ｉ
Ｒ
活
動
を

実
施

工事は福島第一原子力発電所の汚染水貯蔵タンクなどが肉眼で確
認できる数百メートルのところでも行われた（上，左下）。空間線量の
高い地域ではタイベックスーツと防塵マスクの装着が必須となっている
（右下）

英国の機関投資家を訪問した佐竹副社長
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女
川
原
子
力
発
電
所
は
、
1
月

9
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
地
域
の

方
々
に
発
電
所
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
な
が
ら
ご
意
見
を
伺

う
対
話
活
動「
こ
ん
に
ち
は
訪
問
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

24
回
目
と
な
る
今
回
は
、
発
電

所
員
延
べ
1
4
0
人
が
女
川
町
お

よ
び
石
巻
市
の
牡
鹿
半
島
部
約

4
2
0
0
戸
を
訪
問
し
、
昨
年
12

月
に
申
請
し
た
2
号
機
の
新
規
制

基
準
へ
の
適
合
性
審
査
を
中
心
に

ご
説
明
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
か
ら
は
「
私
た
ち

に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
説
明
を

尽
く
し
、
地
域
の
声
に
も
っ
と
耳

を
傾
け
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

1
月
21
日
、需
給
ピ
ー
ク
に
備
え

た
貴
重
な
供
給
力
の
一
翼
を
担
う

第
二
沼
沢
発
電
所（
最
大
出
力
46

万
kW
）が
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

同
発
電
所
は
、
需
給
ピ
ー
ク
時

に
発
電
し
、夜
間
に
上
池（
沼
沢
湖
）

に
水
を
く
み
上
げ
る
揚
水
式
発
電

所
で
、
当
社
の
水
力
発
電
所
と
し

て
は
最
大
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
7
月
の
新
潟
・
福
島
豪

雨
水
害
の
発
生
以
降
、下
池（
宮
下

ダ
ム
調
整
池
）内
で
実
施
さ
れ
て
い

た
河
川
災
害
復
旧
工
事（
国
・
県
が

施
工
）、お
よ
び
平
成
25
年
10
月
か

ら
実
施
し
て
い
た
水
車
発
電
機
の
制

御
装
置
取
替
工
事
が
終
了
し
た
こ

と
か
ら
、
今
回
1
号
機（
最
大
出
力

23
万
kW
）の
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

2
号
機
に
つ
い
て
は
、1
号
機
に

続
き
、
制
御
装
置
の
取
替
お
よ
び

各
種
試
験
を
実
施
し
、
3
月
上
旬

に
運
転
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

あ
っ
た
の
か
」「
何
故
1
0
0
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い

福
島
の
想
定
津
波
は
女
川
と
比
較

し
て
低
か
っ
た
の
か
」な
ど
の
質

問
が
あ
る
一
方
で
「
引
き
波
も
考

慮
し
て
取
水
路
の
奥
を
深
く
設
計

し
て
い
た
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
」

「
女
川
は
、
設
計
条
件
を
正
し
く

設
定
す
れ
ば
安
全
な
プ
ラ
ン
ト
を

作
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
重
要

な
実
例
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

視
察
で
訪
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

オ
ル
キ
ル
オ
ト
発
電
所
は
、2
基
の

B
W
R
が
運
転
中
で
現
在
3
基
目

に
当
た
る
欧
州
型
P
W
R
が
建
設

中
で
あ
り
、さ
ら
に
は
4
基
目
と
な

る
原
子
炉
の
型
式
を
選
定
中
で
す
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
の
加
藤
所

長
代
理
が
、
昨
年
末
に
世
界
原
子

力
発
電
事
業
者
協
会（
W
A
N
O
）

の
要
請
で
北
欧
を
訪
れ
た
際
、
現

地
の
原
子
力
発
電
事
業
者（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
バ
ッ
テ
ン
フ
ォ
ー

ル
社
お
よ
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

T
V
O
社
）に
対
し
、
女
川
原
子

力
発
電
所
の
震
災
時
の
対
応
に
つ

い
て
講
演
す
る
と
と
も
に
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
オ
ル
キ
ル
オ
ト
発
電

所
な
ら
び
に
使
用
済
燃
料
直
接
処

分
場「
オ
ン
カ
ロ
」の
関
連
施
設

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
女
川
の
震
災
時
対

応
と
更
な
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

発
表
を
行
っ
た
後
、
聴
講
者
か
ら

「
震
災
当
時
は
国
か
ら
の
支
援
は

な
か
で
も
最
新
型
P
W
R
で
あ
る

3
号
機
は
、
非
常
用
電
源
が
4
系

統
あ
り
、独
立
し
た
2
つ
の
建
屋
内

の
分
離
さ
れ
た
区
画
に
設
置
さ
れ
、

原
子
炉
格
納
容
器
は
二
重
壁
構
造

で
航
空
機
衝
突
を
勘
案
す
る
な
ど
、

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
が
当

初
設
計
か
ら
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
所
の
立
地
地
域
は

岩
石
が
約
18
億
年
前
の
極
め
て
安

定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

隣
接
地
の
地
下
60
ｍ
に
は
中
低
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
が
既
に
あ
り
、
さ
ら
に
地
下

4
0
0
ｍ
に
は
小
泉
元
首
相
の
発

言
で
一
躍
注
目
を
集
め
た
使
用
済

燃
料
直
接
処
分
場「
オ
ン
カ
ロ
」

（
現
在
、
安
全
審
査
中
）が
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。
２
０
２
２
年
頃

か
ら
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
を
開
始

し
、
最
終
的
に
は
約
9
0
0
0
ト

ン
の
使
用
済
燃
料
が
貯
蔵
さ
れ
る

計
画
で
す
。

　

今
後
も
世
界

各
国
の
原
子
力

事
業
者
と
情
報

交
換
を
行
い
、

先
進
的
な
取
り

組
み
に
学
び
、

当
社
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性

向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

女
川
原
子
力
発
電
所
が

「
こ
ん
に
ち
は
訪
問
」を

実
施

第
二
沼
沢
発
電
所

運
転
再
開

北
欧
で
女
川
原
子
力
発
電
所
の
震
災
時
対
応
状
況

お
よ
び
安
全
対
策
に
つ
い
て
講
演
を
実
施

バッテンフォール本社にて（上），オルキルオト発電所（左
から建設中の3号機，1・2号機・中），2020年頃の使
用済燃料処分場「オンカロ」の将来図（下）

2人1組で一軒一軒丁寧に説明する発電所員

運転を再開した第二沼沢発電所

沼沢湖

宮下ダム調整池

発電所は点線部の地下にあります
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1
月
22
日
、「
原
子
力
の
あ
り

方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」の
座

長
を
務
め
る
北
村
正
晴
氏（
東
北

大
学
名
誉
教
授
）を
講
師
に
招
き
、

本
店
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

北
村
氏
は
、
原
子
力
技
術
の
専

門
家
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、長
年
、

立
地
地
域
に
お
け
る
地
道
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
に
先
立

ち
北
村
氏
か
ら
「
原
子
力
に
限
ら

ず
、
不
安
と
不
信
へ
の
対
応
は
困

難
を
極
め
る
が
、
熱
心
な
対
応
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
」な
ど
、
氏

の
経
験
に
基
づ
い
た
講
話
が
あ

り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
と
質
疑

応
答
に
移
り
、
参
加
者
が
日
頃
感

じ
て
い
る
疑
問
や
意
見
に
対
し
、

丁
寧
な
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

1
月
24
日
、
古
川
営
業
所
は

「
高
齢
者
等
地
域
見
守
り
へ
の
取

組
み
に
関
す
る
協
定
」を
大
崎
市

と
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
大
崎
市
民

生
部
高
齢
介
護
課
が
主
体
と
な

り
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

の
孤
立
死
な
ど
を
防
止
し
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
お
り
、
大
崎
市
内
の
企
業
と

協
定
を
締
結
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
協
定
に
よ
り
、一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
お
客
さ
ま
な
ど
の
自
宅

を
業
務
で
訪
問
し
た
際
に
異
変
な

ど
に
気
付
い
た
場
合
は
、大
崎
市
民

生
部
高
齢
介
護
課
へ
連
絡
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
締
結
式
に
出
席

し
た
伊
藤
大
崎
市
長
か
ら
は「
孤

立
死
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
締
結
に
感
謝
す
る
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
北
日
本
カ
ナ
ダ
協
会（
会
長
・

八
島
当
社
相
談
役
）は
１
月
23
日
、

あ
し
な
が
育
英
会
に
義
援
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

震
災
以
降
、
同
協
会
は
年
末
に

「
東
北
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
、

参
加
費
の
一
部
と
募
金
を
あ
し
な

が
育
英
会
が
建
設
を
進
め
る「
東

北
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス（
震
災
で
親

を
亡
く
し
た
子
供
た
ち
の
支
援
施

設
）」に
義
援
金
と
し
て
寄
贈
し
て

い
ま
す
。
3
回
目
と
な
る
今
回
は

合
計
5
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
贈
呈
を
受
け
、
あ
し
な

が
育
英
会
東
北
事
務
所
の
林
田
吉

司
所
長
は
「
多
く
の
方
々
に
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
も
励

ま
さ
れ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

東
北
日
本
カ
ナ
ダ
協
会
は
、
今

後
も
機
会
を
捉
え
被
災
地
の
支

援
・
復
興
に
つ
な
が
る
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
5
日
、（
一
社
）
東
北
経

済
連
合
会（
会
長
・
高
橋
当
社
会

長
）な
ど
で
構
成
す
る
キ
ャ
ン
パ

ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
（
以

下
、
C
V
G
）東
北
実
行
委
員
会

は
仙
台
市
内
で
第
9
回
C
V
G
東

北
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

C
V
G
東
北
は
、
東
北
地
域
の

学
生
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
起
業
家

精
神
に
富
ん
だ
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
9

回
目
と
な
る
今
回
は
、
東
北
地
域

の
大
学
や
高
等
専
門
学
校
か
ら

24
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
最
優
秀
賞
、
特
別
賞
、
奨
励
賞
、

努
力
賞
に
計
8
件
が
選
ば
れ
、
今

回
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
の
冒
頭
、
実
行
委
員
会

委
員
長
で
あ
る
高
橋
会
長
は
「
最

優
秀
賞
を
含
め
、
今
回
授
賞
し
た

8
件
の
う
ち
5
件
が
食
に
関
す
る

プ
ラ
ン
で
、
単
な
る
料
理
で
は
な

く
、
健
康
や
地
域
振
興
な
ど
他
の

テ
ー
マ
と
融
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
案
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
学
生
ら

し
い
社
会
的
視
点
と
海
外
に
も
発

信
で
き
る
新
た
な
可
能
性
を
感
じ

た
」と
選
出
さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
評

価
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
会
津
大
学
の
尾
上

友
一
郎
さ
ん
が
提
案
し
た
「
会
津

の
四
季
を
詰
め
込
ん
だ
会
津
名

物『
さ
く
ら
あ
げ
』」で
、
福
島
県

会
津
地
方
の
名
産
で
あ
る
馬
肉
や

会
津
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
使
っ

た
、
た
こ
焼
き
風
の
料
理
を
会
津

の
新
た
な
名
物
と
し
て
売
り
出
す

プ
ラ
ン
で
す
。
一
般
に
な
じ
み
の

薄
い
馬
肉
を
粉
も
の
料
理
の
具
材

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
親
し
み

を
持
た
せ
て
い
る
点
や
、
震
災
・

原
子
力
事
故
で
苦
し
む
福
島
県
の

復
興
・
再
生
に
貢
献
し
た
い
と
の

強
い
思
い
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
大
会
実
行
委
員
よ

り
受
賞
者
に
賞
状
と
賞
金
が
贈
呈

さ
れ
た
後
、
最
優
秀
賞
を
授
賞
し

た
尾
上
さ
ん
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

原
子
力
部

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

古
川
営
業
所

「
高
齢
者
等
地
域
見
守
り
へ
の

取
組
み
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

東
北
日
本
カ
ナ
ダ
協
会

あ
し
な
が
育
英
会
に

義
援
金
贈
呈

第
9
回「
キ
ャ
ン
パ
ス

ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

東
北
」表
彰
式
を
開
催

意見交換会の様子，参加者の質問・
意見に対し，丁寧な助言をいただいた

協定書を取り交わす伊藤大
崎市長（左）と佐藤古川営
業所長（右）

事務局から林田所長（右）に
義援金を贈呈した

高橋会長より最優秀賞の尾上さん（右）に賞状が贈呈された
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14歳未満　　　生産年齢人口（15～64歳）　　　65歳以上
生産年齢人口の割合　　　  65歳以上の人口割合

平成22年

25.8％

61.4％
1,171万人1,171万人

29.4

58.7

1,1231,123

32.5

56.4

1,0821,082

34.4

55.2

1,0311,031

35.8

54.4

977977

37.1

53.3

922922

39.1％
51.4％

（単位：万人，％）

865万人865万人

平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年
資料：国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口2013」より

─
率
直
に
伺
い
ま
す
が
、
な
ぜ

今
、
観
光
振
興
が
重
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

観
光
は
裾
野
が
広
い
産
業
で

あ
り
、
観
光
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
を

明
る
く
元
気
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

自
分
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み

る
と
、
観
光
に
行
く
時
は
や
は
り

「
ハ
レ
の
日
」
が
多
い
で
す
よ
ね
。

家
族
、
友
達
、
あ
る
い
は
一
人
で

行
く
に
し
て
も
、「
思
い
出
作
り
」、

「
幸
せ
に
な
り
た
い
」、「
何
か
の

き
っ
か
け
を
つ
か
み
た
い
」
な
ど

観
光
に
は
多
く
の
可
能
性
が
あ

り
、
地
域
の
活
性
化
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
地
を
訪
れ
た
方
も
、
観

光
産
業
に
携
わ
る
方
も
元
気
に
し

て
く
れ
る
要
素
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
。

　

特
に
東
北
は
震
災
か
ら
3
年
が

経
ち
、
地
域
を
復
興
し
、
よ
り
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
観
光
が
果

た
す
役
割
は
大
変
大
き
な
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
し
、
千
年
に
一

度
と
も
い
わ
れ
る
災
害
を
経
験
し

た
東
北
な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

可
能
性
と
い
う
も
の
を
発
信
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
東
北
の

現
状
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
新
潟

を
含
む
東
北
7
県
の
人
口
は
、
全

国
に
先
駆
け
て
減
少
傾
向
に
転
じ

て
お
り
、
30
年
後
に
は
3
0
6
万

人
も
の
人
口
が
減
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
秋
田
県
と
福

島
県
を
合
わ
せ
た
ほ
ど
の
人
口

が
、
東
北
か
ら
消
失
す
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
も
進

み
、
生
産
年
齢
人
口
割
合
が
減
少

す
る
こ
と
か
ら
、
生
産
・
消
費
の

減
退
な
ど
経
済
的
に
厳
し
い
状
況

の
到
来
が
予
想
さ
れ
ま
す
（
図
1

参
照
）。

なぜいま観光か
～東北ブランドの確立に向けて～

　現在さまざまな場面で，東北における観光の強化・拡
大に向けた取り組みが行われています。今年の年頭
メッセージにおいても，東北観光推進機構の会長を務
める高橋会長より，「地域経済への貢献」として東北の
観光振興についてお話がありました（本誌1月号参照）。
　東日本大震災から3年が経とうとしている現在，東
北の観光事業の現状はどうなのか，そして今なぜ観光
が重要なのか。今回は，東北観光推進機構の小野推進
本部長にお話を伺いました。 ※1 インバウンド…海外から訪日する外国人客のこと

東北観光推進機構 概要

●設立／平成19年6月 
●会長／高橋宏明（一社）東北経済連合会会長（当社会長）

　東北ならではの観光の魅力を発信し，官民一体となった広域的な取
り組みで東北への交流人口を増やし，地域の活性化を図ることを目的
に設立。インバウンド※1の拡大に向けた海外へのプロモーション活動な
ど，国内外を問わず東北の認知度向上や誘客を目指す取り組みを行う。
　現在，東北6県と新潟県，仙台市，旅行会社，鉄道会社，東北経済連
合会，東北電力からの出向者19人が，『東北への交流人口を増やして
東北をもっと元気にしよう！』というコンセプトのもと，官民一体となっ
て観光振興に取り組んでいる。

東北観光推進機構 推進本部長 小野 晋氏

図1：東北７県の将来人口推計と高齢化率

平成25年8月に開催した「関東地区教育関係者東北現地研修」
教育旅行誘致とネットワーク構築を図った（写真は中尊寺視察）
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東
北
の
観
光
は
、
域
内
流
動
が

お
よ
そ
6
割
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
を
考

え
る
と
海
外
を
含
む
東
北
地
域
外

か
ら
の
「
交
流
人
口
の
増
大
」
や

「
リ
ピ
ー
タ
ー
の
拡
大
」
に
よ
る

観
光
振
興
、
経
済
活
性
化
は
重
要

な
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

─
東
北
の
人
口
減
少
は
本
当
に

厳
し
い
状
況
を
も
た
ら
し
そ
う

で
す
が
、
そ
れ
で
も
地
域
が
元
気

か
ど
う
か
は
、
今
後
も
地
域
と
の

絆
を
深
め
て
事
業
を
営
む
東
北

電
力
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
事

な
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
は
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
、
次
世
代
に
繋
い
で
い

く
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
教
育
旅

行
を
継
続
的
に
支
援
し
、
復
興

を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
テ
ー

マ
は
「
東
北
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」

で
す
。

─
「
東
北
ブ
ラ
ン
ド
」
に
つ
い
て

は
高
橋
会
長
が
年
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
中
で
も
触
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

現
在
は
4
月
に
行
わ
れ
る
予

定
の
東
北
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
観
光
戦
略

を
議
論
し
た
際
に
「
東
北
の
認
知

度
が
ま
だ
ま
だ
低
く
、
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
作
る
事
か
ら
取
り

組
む
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
多

く
の
関
係
者
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。『
東

北
と
い
え
ば
こ
れ
』
と
い
う
も
の

を
確
立
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
東
北

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
わ
け
で
す

が
、と
て
も
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。

　

個
人
的
な
思
い
と
し
て
は
、

「
東
北
ブ
ラ
ン
ド
」
は
地
域
に
あ

る
当
た
り
前
の
も
の
を
ス
ト
ー

リ
ー
化
さ
せ
て
、
国
内
や
海
外
の

方
に
も
支
持
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
作
り
、
感
情

移
入
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、
相
手
の

こ
と
を
思
っ
て
渡
す
バ
ー
ス

デ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
よ
う
に
、
対

象
地
域
の
こ
と
を
良
く
知
ら
な

け
れ
ば
、
逆
効
果
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
「
東
北
ブ
ラ
ン
ド
」
の
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
は
ま
だ
確
立
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近
は
い
ろ
い

ろ
な
方
と
会
い
、
意
見
交
換
し
て

い
ま
す
。
と
て
も
大
き
な
テ
ー
マ

で
考
え
が
尽
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
考
え
る
こ
と
は
大
変

楽
し
い
で
す
。「
東
北
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
」
を
実
現
し
、「
東
北
に

し
か
な
い
」、「
東
北
で
し
か
体
験

で
き
な
い
」
東
北
固
有
の
地
域
資

源
を
発
掘
し
て
磨
き
あ
げ
、
そ
の

魅
力
を
国
内
外
の
方
々
に
伝
え

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
─
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

東
北
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議
で
考

え
た
テ
ー
マ
や
素
材
と
い
う
も
の

を
、
地
域
の
行
政
も
民
間
企
業
も

同
じ
方
向
で
P
R
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
何
に
な
る
か
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
東
北
電
力
の
皆

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
共
通
の
テ
ー
マ
、

価
値
観
を
共
有
し
て
、
P
R
も
同

じ
方
向
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
P
R
に
も
い
ろ
い
ろ
な
方

法
、
伝
え
方
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で

撮
影
し
た
写
真
を
他
の
人
に
見

せ
る
、
お
土
産
を
買
う
、
ま
た
自

分
の
地
域
の
品
物
を
お
土
産
と
し

て
持
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
も
十

分
P
R
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
う
い

う
身
近
な
も
の
か
ら
、
地
域
の
祭

り
、
さ
ら
に
は
I
L
C
※
2
の
よ

う
な
最
先
端
産
業
だ
っ
て
、
観
光

資
源
に
な
り
得
ま
す
。
そ
う
い
う

資
源
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
発

信
す
る
こ
と
も
必
要
な
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
個
人
が

地
域
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
を
思

い
、
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

こ
か
ら
地
域
に
対
す
る
誇
り
が

生
ま
れ
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
繋
が
る
は
ず

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆
さ
ん
が

東
北
地
域
を
旅
行
し
、
そ
の
地
域

を
知
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
東
北
観
光
推
進
機
構
で

も
、
皆
さ
ん
が
自
ら
行
っ
て
み
た

い
、
知
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

新
た
な
東
北
の
魅
力
を
引
き
出

し
、
提
供
で
き
る
よ
う
今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
2 

I
L
C
…
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
。
全
長

31
～
50
㎞
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
直
線
形
の
加

速
器
な
ど
を
設
置
し
、
電
子
と
陽
電
子
の
衝
突
反

応
を
観
測
す
る
大
規
模
実
験
施
設
。
世
界
に
一
つ

だ
け
建
設
す
る
計
画
で
、
北
上
山
地
が
国
内
候
補

地
に
最
適
と
評
価
さ
れ
て
い
る

平成25年10月,東北運輸局と共同で開催した「VISIT JAPAN 東北 2013」
海外の旅行エージェントを招き，東北をPRした

平成25年5月，シドニーで開催された旅行博「Snow Travel Expo Sydney」へ出展
スキーリゾートを中心とした東北全体のプロモーションを行った

平成25年8月に開催した「関東地区教育関係者東北現地研修」
教育旅行誘致とネットワーク構築を図った（写真は中尊寺視察）
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退職者の方々

古川営業所
総務課

青山 美保子

福島支店付
東星興業出向

土田 智

電力流通本部電力システム部付
ユアテック出向

三浦 秀明

天童営業所
お客さまセンター

相原 昌彦

女川原子力発電所
品質保証部（品質保証総括）

菅原 正晴

新潟県央営業所
配電計画課

阿部 光雄

平成25年12月の退職者（敬称略）※所属は退職時のもの

長い間ありがとうございました

２月 3月 4月 5月 6月

旧税率（大口3月分） 新税率（大口5月分）新税率（大口4月分） 新税率（大口6月分）

3/1検針日 4/1検針日 5/1検針日 6/1検針日

平成26年

２月 3月 4月 5月 6月
2/10検針日

旧税率（3月分） 旧税率（4月分） 新税率（5月分） 新税率（6月分）

3/10検針日 4/10検針日 5/10検針日 6/10検針日

平成26年4月1日を境とした日割計算は行いません。

平成26年

変更後
（新税率8％）

変更前
（旧税率5％） 影響額

電気料金 7,140 6,941 199

メニュー 区分および単位 新単価
（消費税率8％）

旧単価
（消費税率5％）

従
量
電
灯
B

基本料金（30A） 972円00銭 945円00銭

電力量
料　金

最初の120kWhまで1kWhあたり 18円24銭 17円73銭

120kWhをこえ300kWhまで1kWhあたり 24円87銭 24円18銭

300kWhをこえる1kWhあたり 28円75銭 27円95銭

　平成26年4月1日より消費税率が5％から8％に引き上げられることを受け，電気料金単価を見直しました。

　改正消費税法では経過措置※が定められており，原則として平成26年5月分料金から新税率が適用となります。
新税率施行日前からの継続契約である3月使用分を含む料金については，旧税率（5％）が適用されます。（【図1】参照）

※経過措置の概要（改正消費税法附則第5条第2項の要約）

　平成26年3月31日以前から継続して供給される電気，ガス，水道，電話に係る料金等で，平成26年4月1日から平成26年4月
30日までの間に支払いを受ける権利が確定するものは，8％への税率引き上げ後においても，改正前の税率（5％）を適用する。

●「電気供給約款」ならびに「選択約款」の料金単価
　http://www.tohoku-epco.co.jp/dprivate/service/article/index.html
　⇒「トップページ」 ▼「電気料金・ご契約」 ▼「電気のごあんない【個人のお客さま】」 ▼「契約のごあんない」 ▼「電気供給約款」

●「電気最終保障約款」の料金単価
　http://www.tohoku-epco.co.jp/dbusiness/service/menu/stipulation.html
　⇒「トップページ」 ▼「電気料金・ご契約」 ▼「電気のごあんない【法人のお客さま】」 ▼「契約のごあんない」 ▼「契約メニュー」 ▼「最終保障約款」

●自由化部門（特別高圧，高圧）のお客さまに関わる料金単価
　http://www.tohoku-epco.co.jp/dbusiness/service/index.html
　⇒「トップページ」 ▼「電気料金・ご契約」 ▼「電気のごあんない【法人のお客さま】」 ▼「契約のごあんない」

※契約種別：従量電灯B，契約電流：30A，使用電力量：280kWhで算定（消費税等相当額
を含みます）。なお，燃料費調整額，再生可能エネルギー発電促進賦課金および太陽光
発電促進付加金は含めていないため，実際の請求金額および影響額とは異なります。

（単位：円／月）

●平成26年4月1日以降新たにご契約されるお客さま，毎月1日検針の大口のお客さま（【図2】参照）は，平成26年4月分から新税率が適用となります。

【図2】 毎月1日検針の大口のお客さま

【図1】 4月分料金に3月使用分の料金が含まれるお客さま

電気料金単価の見直しについて

新税率の適用開始時期について

●平成26年4月1日から4月30日までの料金である平成26年4月分から新税率が適用となります。

●平成26年4月1日以降，新たにご契約されるお客さまは，平成26年4月分から新税率が適用となります。

消費税法の改正に伴う
「電気供給約款等の変更届出」について
　消費税法および地方税法の改正により，平成26年4月1日から消費税率が引き上げられることを受け，平
成26年1月30日，当社は経済産業大臣に対し，電気料金単価を見直す等の変更を反映した，電気供給約款，
選択約款および電気最終保障約款の変更届出を行いました。また，特別高圧，高圧のお客さまのご契約につ
いても，消費税率が引き上げられることを受け，電気料金単価等が変更となります。

具体的な
料金単価については
当社ホームページを

参照

■従量電灯の平均的なモデル※への影響額

■検針日と適用する税率のイメージ

■電気料金単価（抜粋）
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退職者の方々

古川営業所
総務課

青山 美保子

福島支店付
東星興業出向

土田 智

電力流通本部電力システム部付
ユアテック出向

三浦 秀明

天童営業所
お客さまセンター

相原 昌彦

女川原子力発電所
品質保証部（品質保証総括）

菅原 正晴

新潟県央営業所
配電計画課

阿部 光雄

平成25年12月の退職者（敬称略）※所属は退職時のもの

長い間ありがとうございました

1月25日，石巻・仙台・古川営業所は，宮城県経済商工観光部から
「理科特別授業」社会人講師派遣に対する感謝状を受領しました。
　理科特別授業は，経済産業省が推進する「社会人講師活用型プロジェクト」の一環として
平成19年にスタートし,以降5年間にわたり仙台市教育委員会が実施してきました。
　平成24年度からは,子どもたちに「ものづくり」への興味を持ってもらうため，宮城県経済商
工観光部が未来産業人育成応援業務（理科授業社会人講師派遣業務）として実施しています。

理科特別授業の実演には，
11組25名の親子が参加
し，電気やエネルギーの話
に熱心に耳を傾けるととも
に，発電実験を交えて楽し
みながら学習をしました。

　同3営業所では，これまでも次世代支援プロジェクト『放課後ひろば』の一環
として，地域の子どもたちに環境やエネルギーについて理解や関心を高めて
もらうため，社員が講師として学校や公民館などを訪問し，実験教室や勉強会
などを実施する「エネルギー出前講座」に取り組んでいます。
　平成24年度からは，宮城県の「理科特別授業」社会人講師として登録し，理
科特別授業としての「エネルギー出前講座」を実施しています。
　平成25年度は，3営業所合計で18校の県内小学校を対象に実施する予
定となっています。

感謝状を受領する及川仙台営業所長

宮城県から感謝状をいただきました
～石巻営業所・仙台営業所・古川営業所～

掲
示
板

感謝状授与後には，仙台営業所が理科特別授業の実演を行いました。

18 2014.02

14Bridge02_keijiban_datafile.indd   18 2017/12/26   14:00



140
135
130
125
120
115
110
105
100
95
90
85
80
75
70
65

（百万kWh）　（　）内は構成比％

電力需給実績（平成25年12月分） 出水率

エネルギー種別別発受電電力量

販売電力量対前年比・大口電力対前年比

（％）
140

120

100

80

60

40

DATAfile
販売電力量

（百万kWh）
8,000

7,800

7,600

7,400

7,200

7,000

6,800

6,600

6,400

6,200

6,000

5,800

5,600

0

■電力需要について
　12月分の販売電力量は，64億9,300万kWh，対前年比96.5％の実績と
なりました。震災からの復興や大口電力における操業水準の持ち直しの動き
はみられるものの，検針期間が短かったことや気温が前年に比べ高めに推移し
たことによる暖房需要の減少などから，2カ月ぶりに前年実績を下回りました。

【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，震災からの復興の動きがみられるものの，検針期間が短かった
ことや気温が前年に比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少など
から対前年比89.8％の実績となり，2カ月ぶりに前年実績を下回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比89.3％の実績となりました。

【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，震災からの復興の動きがみられるものの，気温が前年に
比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少などから，対前年比
99.3％の実績となりました。
　特定規模需要の合計では，対前年比101.3％の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。

［参考］大口電力
　大口電力は，一部で操業水準の持ち直しの動きがみられることなどから，
対前年比102.6％の実績となり，3カ月連続で前年実績を上回りました。

　総資産利益率（ROA：Return on Assets）は，会社
が保有している総資産を利益獲得のためにどれだけ効
率的に利用しているかという，総合的な収益性を測定す
る指標の一つです。

【当社の計算式（「営業利益」を用い算定※）】
総資産営業利益率（ROA）＝
営業利益÷総資産期首期末平均×100（％）

　先月号に掲載した自己資本利益率（ROE）と似ていま
すが，ROEが株主から預かった資金（自己資本）を元手
とした収益性を示すのに対し，ROAは資金の出所（自己
資本か他人資本かの違い）を問わず，負債も含めた総資
産を効率的に運用できているかを示します。
　ROAは，ROEと同様に多くの企業の経営目標に掲げ
られていますが，海外では，株主利益の最大化が命題と
されるため， ROEがより重視される傾向にあります。
　当社は，本年1月30日に公表した「東北電力グループ
中期経営方針（平成26～30年度）」で「自己資本比率
15％以上の達成（平成30年度末）」を財務目標に設定
しました。目標達成に向けて，今後も効率化の取り組み
を着実に進めると同時に，株主・投資家の支持獲得のた
めにも，ROAやROEを意識した収益拡大を目指す必要
があります。
※経常利益，当期純利益なども用いられ，それぞれ「総資産経常利

益率」，「総資産純利益率」と定義されます
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放送時間
9時，10時，12時，
12時40分，
13時10分，17時，
17時30分

広報・地域交流部（広報・交流企画）
藤田 保安.910-3026，w080643

都合のよい日時を選んで，
ぜひご覧ください。

お問い合わせは，下記の担当者まで
お気軽にどうぞ。

ご意見・ご感想・情報提供なども
　お待ちしています。

社内テレビ放送

NEWS
スクエア

第1・第3
月曜日～水曜日に

放送

東北電力社誌「ブリッジ」

　先日，とある方から手紙をいただきました。内容は個人的なことなので触れませんが，その手紙の文面は手記され
多少読みにくいところはあったものの心に留まるものがありました。日頃，機械出力された文字やディスプレイに表
示された文字ばかりを目にしているせいか，いただいた手紙をとても新鮮なものに感じたのです。
　これをきっかけに直筆の手紙でも書いてみようかと思いながらも筆不精でついつい電子メールにしてしまいます
が，何かの折に皆さんも直筆の手紙を書いてみてはいかがでしょうか。

平成26年3月分 平成26年2月分 2月分との差額
金料気電 7,434 7,375 59

再
掲

（燃料費調整額） （384） （325） （59）
（再生可能エネルギー発電促進賦課金※3） （98） （98） （0）

（太陽光発電促進付加金※3） （11） （11） （0）

平成26年3月分料金への適用調整単価（A） 平成26年2月分料金への適用調整単価（B） 適用単価の差額（AーB）
電灯・低圧 137 116 21
高　　圧 133 112 21
特別高圧 127 108 19

平成25年10月〜平成25年12月
（平成26年3月分料金に反映）

平成25年9月〜平成25年11月
（平成26年2月分料金に反映）

平成24年10月〜平成24年12月
基準燃料価格

37,900 36,900 31,400

平成25年10月〜平成25年12月
（平成26年3月分料金に反映）

平成25年9月〜平成25年11月
（平成26年2月分料金に反映）

平成20年1月〜平成20年3月
基準燃料価格

38,200 37,400 31,000

平成26年3月分料金への適用調整単価（C） 平成26年2月分料金への適用調整単価（D） 適用単価の差額（CーD）
高　　圧 119 106 13
特別高圧 115 102 13

平成25年10月〜
平成25年12月平均

平成25年9月〜
平成25年11月平均

平成24年10月〜12月平均
（平成25年9月料金改定時）

平成20年1月〜3月平均
（平成20年9月料金改定時）

原油価格（円/kℓ）
　　　　（ドル/b）

70,681 69,659 57,651 62,735
112.8 112.4 114.4 93.0

LNG価格（円/t） 81,084 78,336 64,566 58,282
石炭価格（円/t） 10,430 10,373 9,800 8,873
為替レート（円/ドル） 100 99 80 107

　平成26年1月30日，平成25年12月の貿易統計値が公表されたことに伴い，平成25年10月～12月の平均燃料価
格が確定しましたので，「燃料費調整制度」による平成26年3月分の電気料金に適用される単価をお知らせします。

燃 料 費 調 整 制 度

電気供給約款，電気供給条件（平成25年9月1日実施）に基づく燃料費調整単価など
（単位：円／kℓ）■平均燃料価格

（単位：銭／kWh）  ■燃料費調整単価※1

※1…消費税等相当額を含みます

（単位：円／月）■従量電灯の平均的なモデル※2への影響

※2…契約電流30A，使用電力量280kWhで算定。消費税等相当額を含みます　※3…再生可能エネルギー発電促進賦課金は,35銭/kWh，太陽光発電促進付加金は4銭/kWhにて算定

電気供給条件（平成24年7月1日実施）に基づく燃料費調整単価など
（平成26年3月分電気料金に旧料金単価が適用される自由化部門のお客さま※4）

（単位：円／kℓ）■平均燃料価格

（単位：銭／kWh）  ■燃料費調整単価※5

※5…消費税等相当額を含みます

※4…電気供給条件（平成24年7月1日実施）による契約期間の満了日が平成26年2月分の計量日以降となるお客さま

■貿易統計実績

【お詫びと訂正】 Bridge1月号目次「表紙の写真から」において，本文5行目の事業所名を「仙台南営業所」と記載すべきところを
「仙台営業所」と誤った記載をしておりました。お詫びして訂正いたします。

192014.02

14Bridge02_keijiban_datafile.indd   19 2017/12/26   14:00



140
135
130
125
120
115
110
105
100
95
90
85
80
75
70
65

（百万kWh）　（　）内は構成比％

電力需給実績（平成25年12月分） 出水率

エネルギー種別別発受電電力量

販売電力量対前年比・大口電力対前年比

（％）
140

120

100

80

60

40

DATAfile
販売電力量

（百万kWh）
8,000

7,800

7,600

7,400

7,200

7,000

6,800

6,600

6,400

6,200

6,000

5,800

5,600

0

■電力需要について
　12月分の販売電力量は，64億9,300万kWh，対前年比96.5％の実績と
なりました。震災からの復興や大口電力における操業水準の持ち直しの動き
はみられるものの，検針期間が短かったことや気温が前年に比べ高めに推移し
たことによる暖房需要の減少などから，2カ月ぶりに前年実績を下回りました。

【特定規模需要以外の需要（自由化対象以外のお客さま）】
　電灯は，震災からの復興の動きがみられるものの，検針期間が短かった
ことや気温が前年に比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少など
から対前年比89.8％の実績となり，2カ月ぶりに前年実績を下回りました。
　特定規模需要以外の需要の合計では，対前年比89.3％の実績となりました。

【特定規模需要（自由化対象のお客さま）】
　業務用電力は，震災からの復興の動きがみられるものの，気温が前年に
比べ高めに推移したことによる暖房需要の減少などから，対前年比
99.3％の実績となりました。
　特定規模需要の合計では，対前年比101.3％の実績となりました。
　なお，産業用その他電力については，大口電力が大きなウエートを占め
ており，その概要は以下の参考のとおりです。

［参考］大口電力
　大口電力は，一部で操業水準の持ち直しの動きがみられることなどから，
対前年比102.6％の実績となり，3カ月連続で前年実績を上回りました。

　総資産利益率（ROA：Return on Assets）は，会社
が保有している総資産を利益獲得のためにどれだけ効
率的に利用しているかという，総合的な収益性を測定す
る指標の一つです。

【当社の計算式（「営業利益」を用い算定※）】
総資産営業利益率（ROA）＝
営業利益÷総資産期首期末平均×100（％）

　先月号に掲載した自己資本利益率（ROE）と似ていま
すが，ROEが株主から預かった資金（自己資本）を元手
とした収益性を示すのに対し，ROAは資金の出所（自己
資本か他人資本かの違い）を問わず，負債も含めた総資
産を効率的に運用できているかを示します。
　ROAは，ROEと同様に多くの企業の経営目標に掲げ
られていますが，海外では，株主利益の最大化が命題と
されるため， ROEがより重視される傾向にあります。
　当社は，本年1月30日に公表した「東北電力グループ
中期経営方針（平成26～30年度）」で「自己資本比率
15％以上の達成（平成30年度末）」を財務目標に設定
しました。目標達成に向けて，今後も効率化の取り組み
を着実に進めると同時に，株主・投資家の支持獲得のた
めにも，ROAやROEを意識した収益拡大を目指す必要
があります。
※経常利益，当期純利益なども用いられ，それぞれ「総資産経常利

益率」，「総資産純利益率」と定義されます
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放送時間
9時，10時，12時，
12時40分，
13時10分，17時，
17時30分

広報・地域交流部（広報・交流企画）
藤田 保安.910-3026，w080643

都合のよい日時を選んで，
ぜひご覧ください。

お問い合わせは，下記の担当者まで
お気軽にどうぞ。

ご意見・ご感想・情報提供なども
　お待ちしています。

社内テレビ放送

NEWS
スクエア

第1・第3
月曜日～水曜日に

放送

東北電力社誌「ブリッジ」

　先日，とある方から手紙をいただきました。内容は個人的なことなので触れませんが，その手紙の文面は手記され
多少読みにくいところはあったものの心に留まるものがありました。日頃，機械出力された文字やディスプレイに表
示された文字ばかりを目にしているせいか，いただいた手紙をとても新鮮なものに感じたのです。
　これをきっかけに直筆の手紙でも書いてみようかと思いながらも筆不精でついつい電子メールにしてしまいます
が，何かの折に皆さんも直筆の手紙を書いてみてはいかがでしょうか。
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東通原子力発電所
敷地内断層に関する
追加地質調査結果

特集Ⅰ 

東北電力グループ中期経営方針を策定
特集Ⅱ

●●●●

●●

●●

●●

福島市

飯坂温泉
中野不動尊

信夫山

四季の里

東北サファリパーク

福島駅

阿武隈川

4

13

115

114

福島飯坂Ｉ.Ｃ

福島西Ｉ.Ｃ

福島松川
スマート

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

観光で応援
地域の振興，地域との交流

福島県

福島市

今回は西に雄大な吾妻連峰，東になだらかな阿武隈高原が広がり，

甘くておいしい果物，豊かな温泉，美しい花が咲き誇る「花見山」など魅力たっぷりの

福島エリアの観光モデルコースを紹介します!

福島県の

イベント情
報

観光5時間
コース

車で20分
約6km

　色とりどりの季節の花に囲まれた園内
を巡ったり,併設された工芸館で，こけしや
ガラスの絵付け体験をすることができます。
この施設のシンボルにもなっている直径
6ｍの水車が回る
水車小屋では，季
節ごとのおいしい
アイスクリームが
いただけます。

Start 所要時間
約60分

所要時間
約30分

所要時間
約45分車で16分

約7km

車で22分
約16km

車で22分
約14km

　福島市のシンボルであり，ふるさとの山で
もある信夫山は熊野，羽黒，羽山の三山か

らなる山です。福島市を代表す
る花見スポットであり，ライトアップ
による桜祭りも開催されます。ま
た，展望台や公園からは市内を
一望でき,ダイナミックなパノラマ
を眺めることができます。

所要時間
約60分

　120種類，1200頭の野生の動物が駆けめぐ
る姿を車で移動しながら見ることができます。
ここでは，ホワイトライオン，ホワイトタイガーをは
じめとした珍しい動物に出会えるほか，えさを

あげられるコーナ
ーや車から降りて
見られるコーナー
もあり，様 な々動物
に触れあうことが
できます。 

東北サファリパーク

信夫山
し の ぶ や ま

四季の里

中野不動尊

※掲載写真はすべてイメージです。

　　鶴ヶ城プロジェクションマッピング はるか2014
2014年 3月15日（土），16日（日），19日（水），20日～23日（日）  場所：会津若松市鶴ヶ城
①18時30分～  ②19時15分～  ③20時00分～  ④20時45分～

　2013年3月から「復興」への想いを込めて始まりました。「はるか」は，大河ドラマ『八重の桜
の』の主役である綾瀬はるかさんが命名した新種のさくらで，福島・東北を応援するシンボル
にもなっています。この「はるか」をモチーフに，未来へのメッセージが込められたプロジェク
ションマッピング映像が鶴ヶ城に投影され，多くの人々に感動を与えてくれます。

●2014年は2013年の映像と新作による上映（10分程度）
　http://www.toretabi.jp/premium/?p=5055

※入場は事前申込制です。

所要時間
約30分

飯坂温泉

　日本三不動の一つ。恵明道人が山神
のお告げによって不動明王を祀り不滅の
聖火を灯したのが始まりとされ,現在も「不
滅の燈明」として燃え続けています。厄
除・眼守・三ヶ月の三不動明王が祀られ，
願いが真剣であれば願うことはどんなこ
とでも叶えられるといわれています。

がん  しゅ みかづき

　飯坂温泉は,日本武尊
が東北征討の際,発見・
開湯したという伝説があ
るほか,元禄二年に松尾
芭蕉が曾良とともに奥の細道の旅の一夜
を飯坂で過ごし，「東の飯坂，西の別府」と
いわれていました。そのほかにも,歴史に名
を残す様 な々著名人がこの地を訪れてい
る由緒ある温泉地です。

やまとたけるのみこと

この印刷物は、環境にやさしい「水なし印刷」
「植物油インキ」を使用しています。
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